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明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
２
０
１
７
年
度
総
会
が
7
月
8

日
、
秋
田
市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
能
代
市
出
身

の
柳
谷
孝
・
明
治
大
学
理
事
長
が

東
京
か
ら
駆
け
付
け
た
。
校
友
も

例
年
よ
り
多
い
64
人
が
出
席
し
、

に
ぎ
や
か
な
総
会
・
懇
親
会
と

な
っ
た
。
特
に
県
南
か
ら
は
バ
ス

を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
な
ど
し
て
16

人
が
参
加
し
友
好
を
深
め
た
。

総
会
で
は
加
賀
勝
己
支
部
長

（
弁
護
士
、
昭
和
40
年
・
法
卒
）

が
「
わ
が
母
校
は
、
学
生
が
入
り

た
い
大
学
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ

て
い
る
。
関
係
者
の
努
力
の
た
ま

も
の
。
私
た
ち
も
、
そ
の
一
助
に

柳
谷
理
事
長

柳
谷
理
事
長（（
　　    

））が
出
席

が
出
席

��

県
南
県
南
� か� か
らら‌‌

1616
人
駆
け
付
け
る

人
駆
け
付
け
る

県支部総会県支部総会

ま
ず
初
め
に
、
７
月
に
秋
田
県

を
襲
っ
た
未
曽
有
の
大
豪
雨
で
被

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
河
川

の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
、
そ
し
て

住
宅
の
浸
水
な
ど
で
ご
苦
労
を
さ

れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
対

し
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り

致
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昭
和
26
年
に
、
秋

田
県
能
代
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
中
学
１
年
生
ま
で
の
少

年
時
代
を
湯
沢
市
と
秋
田
市
で
過

ご
し
ま
し
た
。
先
祖
代
々
、
生
粋

の
秋
田
県
人
と
い
う
の
が
私
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
す
。

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
私
は

時
々
無
性
に
キ
リ
タ
ン
ポ
、
稲
庭
う

ど
ん
、
ハ
タ
ハ
タ
を
食
べ
た
く
な
り

ま
す
。
本
年
７
月
８
日
の
校
友
会
秋

田
県
支
部
総
会
に
出
席
す
る
前
に
、

近
所
で
ひ
そ
か
に
キ
リ
タ
ン
ポ
定
食

を
食
べ
て
し
ま
っ
た
く
ら
い
で
す
。

父
は
仙
台
に
本
社
の
あ
る
河
北
新

報
の
記
者
で
転
勤
が
多
く
、
母
は
い

つ
も
明
る
い
太
陽
の
よ
う
な
存
在
で

し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
あ
り

な
が
ら
、
私
と
妹
を
秋
田
か
ら
遠
く

離
れ
た
大
学
に
送
り
出
し
て
く
れ
た

両
親
に
、
今
更
な
が
ら
感
謝
し
、
仏

壇
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
の
頃
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
５
月
10
日
に

新
理
事
会
が
発
足
し
、
早
く
も
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
秋
田

県
支
部
を
は
じ
め
全
国
の
校
友
会
の

皆
様
に
は
、
本
学
発
展
の
た
め
に
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
理
事
長
就
任
初
年
度
と
な

り
ま
す
２
０
１
６
年
度
の
本
学
の
決

算
は
、
お
蔭
様
で
基
本
金
組
入
前
当

年
度
収
支
差
額
（
企
業
の
純
利
益
に

相
当
）
が
約
14
億
６
，
０
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
度
よ
り
赤
字
基
調
が
続
い
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
6
年
ぶ
り
に
10
億
円

を
超
え
る
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

受
験
者
数
が
11
万
人
を
超
え
、
入
学

検
定
料
収
入
が
増
え
た
こ
と
、
水
光

熱
費
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ス
ト
削
減

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
大
き
な

要
因
で
す
。

一
方
で
本
学
が
日
本
は
も
ち
ろ
ん

世
界
の
ト
ッ
プ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と

し
て
輝
き
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、

教
育
・
研
究
環
境
の
更
な
る
充
実
、

地
方
出
身
学
生
や
海
外
留
学
生
に
対

す
る
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
、
多
く

の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

現
代
の
学
生
達
は
、
未
来
予
測
が

困
難
な
時
代
に
、
世
界
の
荒
波
の
中

で
逞
し
く
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
教
室
や
図
書
館
で
懸
命
に

学
び
に
向
か
う
彼
ら
の
姿
を
目
に
し

ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
経
済
的
に

苦
境
に
あ
る
学
生
が
多
く
い
ま

す
。
こ
う
し
た
学
生
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
。
彼
ら
の
未
来
に

思
い
を
致
す
と
き
、
安
心
し
て
学

業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
励
み
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

明
治
法
律
学
校
設
立
の
趣
旨
に

も
書
か
れ
て
い
る
「
同
心
協
力
」。

3
名
の
創
立
者
が
文
字
通
り
同
心

協
力
を
し
て
設
立
し
た
明
治
大

学
。
そ
の
明
治
か
ら
巣
立
つ
学
生

た
ち
が
、
大
海
原
に
向
け
て
高
々

と
帆
を
揚
げ
、
大
き
な
舞
台
に
挑

戦
し
、
活
躍
す
る
こ
と
こ
そ
、
私

達
校
友
に
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
願
い
の
実
現
に
は
、

継
続
的
な
校
友
の
皆
様
に
よ
る
支

援
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

学
生
と
し
て
大
学
に
在
籍
す
る

の
は
数
年
間
で
す
が
、
校
友
は
一

生
で
す
。
校
友
会
秋
田
県
支
部
の

皆
様
が
、
後
輩
学
生
の
支
援
を
通

じ
て
、
次
代
の
校
友
を
育
成
す
る
。

今
こ
そ
、「
同
心
協
力
」
の
輪
を

秋
田
発
で
広
げ
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
れ
ば
、
と
の
思
い
で
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓

の
柳
谷
理
事
長
と
山
口
柾
義
・
校

友
会
相
談
役
、
幕
内
達
二
・
校
友

連
携
事
務
局
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

２
０
１
６
年
度
の
会
務
報
告
と

決
算
報
告
、
２
０
１
７
年
度
の
事

業
計
画
案
と
予
算
案
を
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
。

能
代
市

能
代
市
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身
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明
治
大
学
理
事
長　
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秋
田
県
支
部
校
友
会
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
ど
う
に
か
１
年
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震

に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
県
校
友
会
へ

の
復
興
支
援
。
大
学
院
長
の
坂
本

恒
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
公
開

講
演
会
。
北
秋
明
大
会
と
県
南
支

部
の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
公
演
に

対
す
る
支
援
。「
秋
田
県
支
部
会

報
」
第
26
号
の
発
行
。
秋
田
県
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
校
友
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
会
報
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
機
能
拡
充
、
県
北
・
県
南
両

支
部
の
地
域
交
流
に
対
す
る
支

援
、
さ
ら
に
は
明
治
大
学
秋
田
県

父
母
会
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
明
大
秋
田
県
支

部
が
東
京
六
大
学
Ｏ
Ｂ
会
（
神
宮

会
）
の
幹
事
校
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
多
く
の
校
友
の
皆
様
の
参
加

を
期
待
し
て
い
ま
す
（
神
宮
会
の

詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
）。

先
の
７
月
８
日
、
秋
田
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
の
支
部
総
会
に
お
い

て
は
、
能
代
市
出
身
の
柳
谷
孝
明

治
大
学
理
事
長
を
お
迎
え
し
、
昨

年
以
上
に
多
く
の
校
友
の
参
加
が

見
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
大
変
に
喜

ば
し
い
出
来
事
で
し
た
。

理
事
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
私
学
が
官
立
の
大

学
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
明
確
な

建
学
の
精
神
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。
自
由
民
権
運
動
の
時
代
の
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
「
権
利
自
由
」

「
独
立
自
治
」
を
掲
げ
、
権
力
に

お
も
ね
る
こ
と
な
く
自
立
の
道
を

歩
む
若
者
た
ち
が
い
た
こ
と
は
、

明
治
大
学
に
学
ん
で
き
た
我
々
に

と
っ
て
大
き
な
誇
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

近
代
日
本
の
歩
み
の
中
で
、
若

者
た
ち
が
在
野
の
反
骨
精
神
を
深

く
心
に
刻
み
、
創
り
上
げ
て
き
た

伝
統
の
校
風
は
今
も
息
づ
い
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
決
し
て
懐
古
的
姿

勢
で
は
な
く
、
常
に
新
し
い
風
を

吹
き
込
ん
で
、
時
代
を
切
り
拓
い

て
き
た
多
く
の
先
輩
諸
氏
の
歴
史

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
の
一
端
は
、
明
治
大

学
が
女
子
教
育
の
先
駆
け
と
な
っ

た
と
こ
ろ
に
も
う
か
が
え
ま
す
。

日
本
初
の
女
性
弁
護
士
、
日
本
初

の
女
性
裁
判
官
を
輩
出
し
、
そ
し

て
今
年
、
何
よ
り
も
驚
か
さ
れ
た

の
は
六
大
学
初
の
女
性
応
援
団
長

の
誕
生
で
し
た
。

翻
っ
て
秋
田
県
支
部
は
と
い
え

ば
、
少
な
く
と
も
校
友
活
動
に
ど

れ
だ
け
の
女
性
校
友
を
迎
え
入
れ

新
し
い
風
を
！

新
し
い
風
を
！

収支計算書（自  2016年4月1日　至  2017年3月31日）� （単位：円）
収入の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 本部より助成金収入
1　支部総会開催通知費 165,000 169,853 -4,853
2　支部総会会場費 150,000 197,000 -47,000
3　支部運営助成金 218,000 218,000 0
4　支部公開講演会会場費 100,000 99,812 188
5　講演会チラシ等作成費 50,000 62,640 -12,640

Ⅱ 支部会費収入 480,000 501,000 -21,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 210,000 90,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 80,000 0 80,000
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 1,000 1,324 -324
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 0 214,648 -214,648
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,544,000 1,674,277 -130,277
前年度繰越収支差額 4,154,274 4,154,274 0

合　計 5,698,274 5,828,551 -130,277
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1　学生表彰費 0 0 0
2　学生団体助成金 30,000 0 30,000
3　地域支部交流費 600,000 608,000 -8,000
4　支部公開講演会費 250,000 338,452 -88,452
5　熊本地震義援金 300,000 300,000 0
6　その他事業費 150,000 185,000 -35,000

Ⅱ 広報費 0
1　支部会報発行費 300,000 299,776 224
2　広報関係費 100,000 61,467 38,533

Ⅲ 組織費 0
1　地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費 0
1　会議費 0
(1) 支部総会費 700,000 740,606 -40,606
(2) 役員会費 80,000 106,994 -26,994
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 20,000 0 20,000
(5) 業務費 50,000 21,008 28,992
2　事務費 40,000 40,000 0
3　慶弔費 50,000 42,460 7,540

Ⅴ 積立金 0 1,278 -1,278
Ⅵ 予備費 0 0
支出合計 2,680,000 2,745,041 -65,041
当年度収支差額 -1,136,000 -1,070,764 -65,236
次年度繰越額 3,018,274 3,083,510 -65,236

合　計 5,698,274 5,828,551 -130,277

収支予算書（自  2017年4月1日　至  2018年3月31日）� （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費

1　支部総会開催通知費 165,000 1　学生表彰費 0
2　支部総会会場費 180,000 2　学生団体助成金 30,000
3　支部運営助成金 218,000 3　地域支部交流費 200,000
4　支部公開講演会会場費 0 4　支部公開講演会費 0
5　講演会チラシ等作成費 0 5　熊本地震義援金 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 6　その他事業費 240,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1　支部会報発行費 300,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2　広報関係費 60,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 70,000 1　地域支部助成金 0

0 Ⅳ 運営費
0 1　会議費
0 (1) 支部総会費 700,000

(2) 役員会費 80,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 10,000
(5) 業務費 50,000
2　事務費 50,000
3　慶弔費 50,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 1,444,000 支出合計 1,780,000
当年度収支差額 -336,000

前年度繰越収支差額 3,083,510 次年度繰越額 2,747,510
合　計 4,527,510 合　計 4,527,510

県
支
部
総
会
に
出
席
し
た
柳
谷
理

事
長
は
祝
辞
の
中
で
、
ま
ず
古
里
・

秋
田
へ
の
思
い
を
強
調
し
た
。
そ
し
て

理
事
長
就
任
後
、「
明
治
大
学
は
随
分

変
わ
っ
た
と
感
じ
た
」
と
切
り
出
し
、

そ
の
一
例
と
し
て
「
今
の
学
生
は
校
歌

を
歌
え
な
く
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

こ
の
た
め
柳
谷
理
事
長
は
「
京
王

電
鉄
に
お
願
い
し
て
、
明
大
前
駅
の

ホ
ー
ム
に
今
年
３
月
25
日
か
ら
列
車

接
近
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
明
大
校
歌
を
流

し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
話
し
、「
大

学
の
校
歌
が
流
れ
る
駅
は
全
国
で
も

初
め
て
だ
」
と
強
調
し
た
。

柳
谷
理
事
長
は
野
村
証
券
専
務
、

副
社
長
、
副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
昨

年
5
月
に
明
大
理
事
長
に
就
任
し
た
。
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が
ら
懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
た
っ
た

の
１
人
と
い
う
状
況
で
し
た
。

参
加
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の

は
、こ
れ
ま
で
の
執
行
部
の
姿
勢
・

体
制
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
無
言
の
意
思
表
示
「
Ｎ

Ｏ
」
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
と
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
大
い
な

る
不
安
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

７
月
8
日
の
支
部
総
会
に
参
加

さ
れ
た
校
友
は
、
平
成
卒
が
３
割

ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
若
い
校
友
の

参
加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
女

性
の
方
の
出
席
は
２
人
。
残
念
な

木
村
了
先
生
と
の
交
友
は
30
数

年
前
か
ら
で
あ
り
、
明
治
大
学
の

校
友
会
を
通
じ
て
で
あ
る
。
知
り

合
っ
て
か
ら
は
税
理
士
（
木
村
先

生
）、
弁
護
士
（
私
）
と
し
て
、

そ
の
職
を
通
じ
て
親
し
く
な
り
、

加
え
て
彼
は
県
北
の
大
館
鳳
鳴
高

校
、
私
は
能
代
高
校
と
い
う
地
方

高
校
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
親

近
感
が
湧
き
、
親
し
く
な
っ
た
。

学
生
時
代
、
互
い
に
時
期
は
ず

れ
る
が
、
大
学
図
書
館
の
特
に
第

三
閲
覧
室
で
朝
か
ら
晩
ま
で
勉
学

に
励
ん
だ
こ
と
が
共
通
の
思
い
出

と
し
て
残
る
。

二
人
が
秋
田
市
内
で
税
理
士
、

弁
護
士
と
し
て
開
業
し
て
か
ら

は
、
仕
事
上
の
付
き
合
い
の
み
な

ら
ず
、
お
互
い
の
専
門
職
を
生
か

し
協
力
し
て
き
た
。

秋
田
労
働
基
準
局
の
秋
田
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
の
会
長
、
副
会

長
と
し
て
10
年
間
、
二
人
三
脚
で

解
決
に
努
力
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

木
村
先
生
は
、
母
校
明
治
大
学
経

営
学
部
の
講
師
を
し
て
お
り
（
そ
の

ほ
か
に
木
村
先
生
が
秋
田
経
法
大
学

経
済
学
部
＝
現
在
の
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア

大
学
＝
の
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
は
周

知
の
こ
と
で
あ
る
）、
税
理
士
と
し

て
の
業
務
の
傍
ら
、
週
に
一
度
東
京

の
講
義
に
通
う
と
い
う
生
活
で
あ
っ

た
。
木
村
先
生
の
奥
様
は
、
東
京
の

私
立
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
か
ら
、

東
京
で
の
仕
事
は
、
彼
に
と
っ
て
は

奥
様
と
の
楽
し
い
出
逢
い
で
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

校
友
会
で
は
、
私
が
東
京
で
の
支

部
長
幹
事
長
会
議
に
出
席
し
た
と

き
、
木
村
先
生
か
ら
あ
ち
こ
ち
の
支

部
長
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
顔
の
広
さ

に
び
っ
く
り
し
た
。
し
か
し
彼
の
大

学
教
員
と
し
て
の
活
動
か
ら
み
れ
ば

明
治
大
学
で
の
顔
の
広
さ
も
当
然
で

あ
り
、
い
ず
れ
秋
田
県
支
部
の
支
部

長
と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
も
の
で
あ
る
。

数
年
前
に
、
東
京
で
全
国
明
治
大

学
校
友
会
が
あ
っ
た
と
き
、
秋
田
か

ら
も
数
名
が
参
加
し
た
が
、
木
村
先

生
が
お
茶
の
水
の
明
治
大
学
隣
の

「
山
の
上
ホ
テ
ル
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン

を
予
約
し
て
お
り
、
二
次
会
と
し
て

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
の
全
国
大

会
は
、
東
京
で
の
大
会
と
い
う
こ
と

で
１
０
０
０
名
の
校
友
が
参
加
し
て

帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
そ
の
余
韻
に
浸
り
、

木
村
先
生
ご
夫
妻
を
囲
ん
で
の
二
次

会
も
ま
た
盛
り
上
が
り
、
大
い
に
飲

み
、
か
つ
語
っ
た
。

木
村
先
生
が
東
京
で
体
調
を
崩
さ

れ
入
院
し
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
驚

い
た
が
、
奥
様
の
看
護
を
受
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
ま
た
元

気
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
。
元
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

ま
た
二
人
で
の
ん
び
り
ゴ
ル
フ
で

も
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
思
い
が
け
ず
訃
報
を
受
け
、

言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
。
親
し
い

友
を
、
し
か
も
私
よ
り
も
年
若
い

友
を
失
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
ら

な
い
。

今
は
、
木
村
先
生
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

�

（
加
賀
勝
己
支
部
長
）

数
々
の
思
い
出
が
脳
裏
に

数
々
の
思
い
出
が
脳
裏
に

昨
年
の
会
報
で
も
触
れ
ま
し
た

が
、
大
学
の
使
命
は
「
知
の
継
承

と
新
た
な
価
値
物
の
発
見
創
造
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
常
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ま
な
け
れ
ば
伝
統
は
死

に
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。
古
い
ス

タ
イ
ル
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
伝

統
を
生
か
す
こ
と
で
は
決
し
て
あ

木村了氏

校
友
・

�

木
村
了
氏
を
偲
ぶ

木
村
了
（
き
む
ら
・
さ
と
る
）
氏
＝
平

成
29
年
３
月
26
日
午
後
11
時
29
分
、

左
尿
管
が
ん
の
た
め
横
浜
市
内
の
病
院

で
死
去
、70
歳
。
自
宅
は
秋
田
市
広
面
。

代
表
を
務
め
て
い
た
秋
田
税
経
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
木
村
家
の
合
同
葬
が
４
月
４

日
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
。

　
昭
和
44
年
、
明
治
大
学
政
経
学
部

卒
。
税
理
士
。
同
大
学
校
友
会
秋
田
県

支
部
の
役
員
を
長
ら
く
務
め
、
死
去
当

時
は
副
支
部
長
、
代
議
員
だ
っ
た
。

　
平
成
８
年
か
ら
15
年
ま
で
東
北
税
理

士
会
副
会
長
、
同
会
秋
田
県
支
部
連
合

会
会
長
。
26
年
か
ら
秋
田
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
会
長
を
務
め
て
い
た
。

り
ま
せ
ん
。

上
下
関
係
か
ら
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
へ
。
そ
し
て
「
お
と
こ
社
会
」

か
ら
「
お
と
な
社
会
」
の
し
な
や

か
さ
を
も
っ
た
組
織
へ
と
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

「sikadanebe-

」
で
は
な
く
、
ま

ず
は
理
屈
な
し
に「om

osirena-

」

か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

創
立
者
や
当
時
の
若
者
た
ち
に

思
い
を
馳
せ
「
権
利
自
由
」「
独

立
自
治
」
を
唱
え
る
と
き
、
古
い

体
質
を
打
ち
破
り
新
し
い
風
を
吹

き
込
も
う
と
し
た
人
た
ち
の
姿
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。

秋
田
県
支
部
も
、
常
に
「
新
し

い
風
を
！
」
で
す
。

秋
田
県
支
部
幹
事
長
　
大
坂
良

宏
（
昭
和
52
年
経
営
卒
）

●
県
内
就
職
促
進
へ
秋
田
県
と
明

治
大
学
が
協
定

秋
田
県
と
明
治
大
学
は
平
成
29

年
２
月
15
日
、
学
生
の
県
内
就
職

に
向
け
た
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

県
が
首
都
圏
な
ど
の
大
学
と
就
職

促
進
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
明
大
で

11
校
目
と
な
り
ま
す
。
東
京
六
大

学
で
は
明
大
が
初
め
て
。

●
全
国
校
友
沖
縄
大
会

第
53
回
全
国
校
友
沖
縄
大
会
が

11
月
18
日（
土
）、沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
劇
場
棟
を
主
会
場
に
開

か
れ
ま
す
。
沖
縄
の
本
土
復
帰
45

周
年
を
記
念
し
た
大
会
で
あ
り
、

奮
っ
て
ご
参
加
を
。
申
し
込
み
締
め

切
り
は
８
月
31
日
。
参
加
者
に
は

県
支
部
か
ら
１
人
３
万
円
補
助
さ

れ
る
こ
と
が
、
県
支
部
総
会
で
決
ま

り
ま
し
た
。
詳
細
は
事
務
局
（
秋

田
市
保
戸
野
通
町
４
―
24
、
金
子

地
所
・
金
子
敬
司
事
務
局
長
＝
☎

０
１
８・８
６
３・２
７
６
１
）
ま
で
。
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「
し
ょ
っ
つ
る
を
毎
日
の
よ
う

に
食
べ
、
夏
の
暑
い
時
で
も
貝
焼

き
を
好
ん
だ
。
秋
田
へ
向
か
う
列

車
に
乗
る
と
、
途
端
に
秋
田
弁
に

な
る
。
サ
ケ
が
古
里
に
帰
る
が
ご

と
く
、
生
前
の
父
は『
秋
田
恋
し

や
』で
し
た
」▼
戦
後
、
参
議
院
議

員
（
全
国
区
）
を
１
期
務
め
、
劇

作
家
と
し
て
活
躍
し
た
金
子
洋
文

の
娘
さ
ん
＝
東
京
住
＝
か
ら
、
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

洋
文
な
ら
ず
と
も
人
間
、
歳
を
と

る
ご
と
に
古
里
へ
の
思
い
が
強
く

こ
み
上
げ
て
く
る
よ
う
だ
▼
母
校

の
柳
谷
孝
理
事
長
も
例
外
で
は
な

い
。「
私
に
は
秋
田
の
血
が
流
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
や
は
り
キ
リ

タ
ン
ポ
、ハ
タ
ハ
タ
、い
ぶ
り
が
っ

こ
を
食
べ
た
く
な
る
」。
秋
田
県

支
部
総
会
で
の
あ
い
さ
つ
の
冒

頭
、
こ
う
語
り
掛
け
た
。
能
代
市

に
生
ま
れ
、
中
学
１
年
ま
で
本
県

で
育
っ
た
人
は
、紛
れ
も
な
く「
秋

田
人
の
顔
」
に
な
っ
て
い
た
▼
こ

の
日
は
全
国
８
カ
所
で
支
部
総
会

が
開
か
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
で

東
京
か
ら
秋
田
に
駆
け
付
け
て
く

れ
た
柳
谷
理
事
長
の
心
意
気
に
感

謝
、多
謝
。秋
田
弁
も
聞
き
た
か
っ

た
な
あ
。（
編
集
担
当
・
大
地
）

明
大
生
と
し
て
の
大
学
生
活
も

残
り
半
年
ほ
ど
に
な
っ
た
今
、
大

学
生
活
を
振
り
返
る
と
ま
あ
、
な

ん
と
か
や
る
べ
き
こ
と
は
こ
な
せ

た
か
な
、
と
い
う
心
象
だ
。
私
が

大
学
に
入
学
す
る
際

に
抱
い
た
最
大
の
目

標
は
「
大
学
生
活
を

思
い
切
り
楽
し
ん
で

や
ろ
う
」
だ
と
か
「
学

年
で
も
ト
ッ
プ
の
成

績
を
修
め
て
や
ろ
う
」

と
か
い
う
も
の
で
は

な
く
、
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
一
貫
し

て
「
公
認
会
計
士
試

験
に
現
役
で
一
発
合

格
す
る
」
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
目
標
は
な
ん
と
か
達
成
で

き
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
両
親
や
祖
父
母
を
は
じ
め
周

囲
の
方
々
の
期
待
に
少
し
は
応
え
ら

れ
た
と
思
う
。
ま
た
、
弟
や
後
輩
た

ち
の
い
い
刺
激
に
も
な
れ
た
と
信
じ

て
い
る
。

横
手
か
ら
東
京
に
出
て
き
て
、
勉

強
以
外
に
も
様
々
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
交
通
の
便
が
い
い
の

で
、
都
内
は
も
ち
ろ
ん
、
新
幹
線
や

飛
行
機
な
ど
も
利
用
し
て
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
へ
行
き
、
い
ろ
ん
な
も
の
を

食
べ
た
。
秋
田
に
い
た
と
き
と
は

違
っ
た
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。

せ
っ
か
く
明
治
大
学
に
入
り
東
京
に

来
た
の
だ
か
ら
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に

も
、
地
の
利
を
生
か
し
て
様
々
な
場

所
に
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
（
と
い
っ

て
も
、
私
の
場
合
は
学
生
寮
生
活
で

あ
っ
た
が
）
を
通
し
て
、
主
体
的
に

物
事
を
こ
な
し
、
生
活
力
が
少
し
は

つ
い
た
。
明
治
は
首
都
圏
の
実
家
に

住
む
学
生
が
多
い
が
、
一
人
暮
ら
し

を
早
く
経
験
で
き
る
と
い
う
点
で
有

利
だ
っ
た
と
思
う
。

結
局
、
会
計
士
試
験
の
勉
強
を
中

心
と
し
た
学
生
生
活
の
中
で
も
、
多

く
の
友
達
が
で
き
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
勉
強
し
た
り
で
き
た
し
、
な
ん
だ

か
ん
だ
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
卒
業
で

き
そ
う
な
の
で
、
冒
頭
の
カ
ッ
コ
書

き
の
一
般
的
な
目
標
（
と
さ
れ
る
べ

き
も
の
）
も
達
成
で
き
た
。
ま
た
、

会
計
士
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
個
人
的
に
最
も
う
れ
し
い
こ

と
は
、
就
活
を
３
年
の
11
月
の
段
階

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
好
き

な
読
書
に
没
頭
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
冗

談
は
置
い
て
お
い
て
、
と
に
か
く

こ
れ
か
ら
、
明
治
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
商
学
部
４
年
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記



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























明
大
で
学
ん
だ
こ
と�
佐　

藤　

凌
太
朗

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
秋
田
県
で
の
高
大
連
携
の
取
り

組
み
を
各
種
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
＝

明
治
大
学
と
秋
田
県
五
城
目
高
校

と
の
高
大
連
携
の
取
り
組
み
「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ゲ
ー
ム
を
活
用
し

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実

践
」
が
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
取
材
さ

れ
ま
し
た
。

▽
秋
田
魁
新
報
▽
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放

送
▽
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
（
い
ず

れ
も
２
０
１
６
年
11
月
）

　
本
実
践
は
、
小
野
田
亮
太
さ
ん

（
国
際
日
本
学
部
４
年
）
が
中
心

と
な
り
、
明
星
大
学
、
東
京
学
芸

大
学
と
大
学
間
で
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
で
す
。

◆
進
学
校
教
諭
が
選
ぶ
「
就
職
に

力
を
入
れ
て
い
る
大
学
」
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
明
治
大
学
が
７
年
連
続

の
１
位
＝
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン

が
公
開
し
た
「
就
職
に
力
を
入
れ

て
い
る
大
学
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、

明
治
大
学
が
７
年
連
続
と
な
る
１

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ン

キ
ン
グ
は
、
大
学
通
信
が
全
国
の

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

進
学
校
２
，
０
０
０
校
の
進
路
指

導
教
諭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
も
の
で
、
本
学
へ
の
評
価

理
由
と
し
て
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
充
実
」
や
「
学
生
へ
の
目
が
行

き
届
い
て
い
る
」
と
い
っ
た
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
友
選

手
が
表
敬
訪
問
＝
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
で
、
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
オ

ナ
ー
レ
・
ミ
ラ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
・

セ
リ
エ
Ａ
）
で
も
活
躍
す
る
長
友

佑
都
選
手
（
２
０
０
９
年
政
治
経

済
学
部
卒
）
が
７
月
5
日
、
土
屋

恵
一
郎
学
長
、
柳
谷
孝
理
事
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

に
て
、
長
友
選
手
と
大
学
役
職
員

ら
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
長
友
選
手
は
、
明
治
大
学
体

育
会
サ
ッ
カ
ー
部
在
籍
時
、
故
障

後
に
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
し
て
２
年

生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
入
り

を
果
た
し
た
経
験
に
つ
い
て
、「
誰

よ
り
も
努
力
す
る
こ
と
を
学
ん
だ

き
っ
か
け
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
を
応
援
し
た
と

き
の
筆
者


